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沖縄の250年ほど前の上層農家の屋根

７月に先進国サミットが開催される沖縄に、沖縄の住居建築の特色をすべて備えた250
年前の木造の建物（中村家）が残っている。この様に貴重な遺構がそっくり残っている例
はきわめて珍しく、1956年に琉球政府から、沖縄が米国から日本に返還された後、
1972年には日本政府によって、国の重要文化財に指定された。
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「私は、完璧な管理が行われるのであ
れば、東京湾に立派な原子力発電所を
作ってもよいと思います。日本にはそ
れだけの管理能力がある、技術がある
と思っております。また、その技術が
改善されていく余地があると思ってお
ります。それくらい冷静な認識を持た
ないと、何でも反対ということでは禍
根を残すこととなります。」４月26－28
日、社団法人・日本原子力産業会議の
開催する年次大会（東京、1,300人参加、
うち外国人100人）の初日に講演に立っ
た石原慎太郎東京都知事が、公人とし
ては初めて、前提はあるものの東京に
原子力発電所を作ってもよいと思うと
発言した。
東京都とその隣接県である埼玉県、

神奈川県、千葉県の全体で、3,300万人、
日本の４分の１強の人口を擁し、これ
らの都県でメガロポリスを構成してい
る。「このメガロポリスがまさに日本の
心臓部、頭脳で、日本の近代国家、国
家社会を動かしています。この首都圏
が国家の中枢機能として動いているわ
けだから、当然、そこに必要なエネル
ギーを安定に供給しなければ、この地
域のメガロポリスだけではなく、国家
というものに大きな影響を与えかねま
せん。」と、都知事としての責務につい
て言及した。

石原都知事のこの発言は、マスコミ
ばかりでなく、原子力発電所を保有す
る地域関係者、そして原子力関係者に
少なからぬ反響を呼んだ。原子力利用
に反対する者から、「東京に原発を」と
いう本や、皮肉として同様の発言が発
せられたことはあるが、原子力関係者
ならいざ知らず、年間予算12兆円弱の
予算を持つ日本一大きな自治体の知事
から発せられたからである。その東京
都の現在の電力自給率はたったの６％、
年間を通して東京都の消費電力の40％、
夜間には100％近い電力が、新潟県の柏
崎刈羽原子力発電所、福島県の福島第
一、第二原子力発電所から送られてく
る。
東京都では、2050年をにらんだ将来

構想が今年度から検討に入る。いつま
でも電力大消費地と言われるばかりで
なく、安定供給を図る意味でも少しで
も自給できれば、また、その大消費地
に原子力発電所を立てれば、もっと安
い電力が供給できるのではという公算
もある。エネルギーの中で最も簡単に
運べる電力でさえ、その送電コストが
距離に比例し、電力料金にかなりの比
重を占めてしまうからである。
一部の地域で「厄介者」と呼ばれて

いる原子力発電所、しかしながら固定
資産税や核燃料税、さらには立地地域
交付金などをもたらし、自治体を潤し

ているこの地場産業が、東京や大阪、
名古屋などの電力大消費地に建設され
るようになると、立地地域の公共施設
の充実、雇用対策、地元企業の活用な
ど、今まで地方を対象としてきた電源
立地に伴う地域振興策は、当然変更さ
れることとなろう。また、電力会社に
とっても、送電線を延々と敷設するこ
ともなく、電力自由化策にも対応した
都市接近型原子力発電所の建設につい
ての突破口となり、願ってもないこと
になると思われる。

都知事の発言を実現させるための最
も大きな難関は、原子力発電所の立地
指針、土地の価格と住民の合意形成で
ある。現在の立地指針は主に、１）第
３紀層の岩盤に立地、２）豊富な冷却
水が得られる、３）人口の少ない地域、
である。冷却水は、東京湾を考える以
上、全く問題はない。第３紀層の地盤
については、東京湾の埋め立て地では
望むべくもない。また、土地価格も膨
大である。しかしながら、目を転じれ
ば、世界の原子力空母、原子力潜水艦
は多数、世界中で航行されてる。わが
国でも、20年近く放っておかれた実験
船、舶用炉を載せた原子力船「むつ」
がほぼ１年間、地球を２周回る実験航
海をしっかり果たした。これにも立派
な小型の原子炉が積んであり、嵐の中

東京湾に原子力発電所を！
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をローリング、ピッチングがそれぞれ
30度に達する実験航海を繰り返した。
もちろんこれらの舶用炉は、船の推進
ばかりでなく、船内の電力をも賄って
いることは言うまでもない。
東京の第４紀層の地盤である粘土層

にも、原子炉の立地指針ができた40年
前には考えもつかなかった高層ビルが
乱立している。原子力発電所の立地指
針も新しい技術を踏まえ、改正した方
が良いと思われる。しかし、立地指針
が変わらなくても、舶用炉としてフロ
ーティングの発電所を目指せば、技術
的に全く問題はないし、埋め立て地を
買うより安くつくだろう。
昔は、原子炉の危険性を考え、なる

べく人口の少ないところへの立地を念
頭に置いていた。しかし、技術は進ん
だ。今の原子力発電所でも十分である

が、東京のように人口が多いところで
もより安全に、誰にでも運転ができて
しまう、故障しても、ブレーキをかけ
ず放っておけば勝手に止まり、冷えて
しまう小型の原子炉がいろいろ考えら
れている。
問題は東京都や近隣県の住民の合意

である。これには今までと同様、今後
も明快な解決策はない。情報の一層の
公開や提供、コミュニケーションの活
発化などは当然のことであるが、スイ
スや他の国でも進めている原子炉の熱
を各家庭に供給するシステムを作るこ
ともその一つとなろう。熱供給会社を
住民の投資によって設立しても良い。
大都市に接近すればするほど電力送電
コストが安くなるばかりでなく、その
熱供給システム併用により、熱利用効
率の向上にもなり、地球温暖化防止対

策への投資にもなる。また、発電所の
運転、管理や、熱供給システムの運営
にも、投資家である住民の意見が反映
されるようになれば、身近に原子力エ
ネルギーの恩恵が感じられ、自分が関
与している施設として、住民の原子力
への関心も高まるであろう。

石原都知事の「東京湾に原子力発電
所を」と言う発言には、到底予想のつ
かない2050年の東京、日本の姿を見据
えた思惑が感じられる。政治家として
の先見性にあふれたこの積極的な発言
に対して、原子力技術者、都市開発関
係者、社会心理学者などが真剣に検討
してはどうだろうか。世界に先駆けて。

（編集長）
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プルサーマルには地元の了解が重要

MOX燃料を現在の原子力発電所で利
用（プルサーマル）することは、十数
年来の課題です。高速増殖原型炉「も
んじゅ」の事故が1995年12月にあり、
その事故を憂慮して、福島、福井、新
潟の３県の知事から国に対して今後の
原子力政策の進め方についての提言
（核燃料サイクルのあり方など原子力政
策の基本的方向については、幅広い議
論を行い、改めて国の明確な責任にお
いて国民の合意形成を図ることが重要
であるとし、（１）原子力委員会に国
民・地元の意見を十分反映できる体制
を整備すること、（２）主務官庁主導の
もとにシンポジウム等を各地で積極的
に開催すること、（３）必要な場合には
原子力長期計画を改訂すること、また
プルサーマル計画やバックエンド対策
の将来的全体像を、これから派生する

諸問題も含めて明確にし、関係地方自
治体に提示すること、などを要望した。）
がありました。それを受け、原子力委
員会では、委員会の会議を公開したり、
原子力政策円卓会議を設け、約半年か
けて広く国民的な議論を行いました。
最終的には原子力委員会によるプルサ
ーマル、核燃料サイクル推進の決定が

1997年１月になされ、２月には閣議了
解が行われて、最終的に国としてのプ
ルサーマルも含めたサイクル関係全般
の国の方針が決まりました。また、き
わめて異例だと思いますが、総理から
３県の知事へプルサーマルについての
協力要請がなされました。
それと相前後して、1997年２月に電

気事業連合会として、全電力会社がプ
ルサーマルに取り組むことが表明され、
2000年以降、各電力が計画的にMOX燃

わが国は、使用済燃料を再処理し、抽出されるプルトニウムをエネルギー源として利用することにしています。その一環として、ウ

ラン・プルトニウム混合（MOX）燃料を軽水炉の燃料として利用することとし、1999年度に本格的な利用を進めることになっていまし

た。しかしJCOの臨界事故や、MOX燃料の加工を委託していたイギリス核燃料公社（BNFL）による燃料データの改ざんなどの問題によ

り、MOX燃料の利用開始が遅れることになってしまいました。そこで、MOX燃料の利用延期の問題や、それに伴う今後の問題、わが国

のプルトニウム利用に関する諸課題などについて、東京電力（株）の服部拓也氏と関西電力（株）の横手光洋氏からお話を伺いました。

服部氏（東京電力）説明

東　京 

関　西 

中　部 

九　州 

原　電 

その他 
電力５社 

電源開発 

計 

2000年まで 2000年代初頭 2010年まで 

1999年度　1基福島第一3号 
2000年度　1基(2基) 柏崎刈羽3号 

1999年度　1基高浜4号 
2000年度　1基(2基) 高浜3号 

５基（４基） 

１基（３基） 

（２基） 

１基（１基） 

１基（１基） 

２基（２基） 

５基（９基） 

０～１基（３～４基） 

１～２基（３～４基） 

（１基） 

（１基） 

（２基） 

各１基（各１基） 

１基（１基） 

７～９基（16～18基） 

（　）内は累計 

日本のプルサーマル計画
出典：「電気事業連合会公表（1999年３月22日）」

仏・独ではMOX利用は当たり前
─データ改ざんへの対応─

服 部 拓 也　　東京電力（株）原子力計画部長
横 手 光 洋　　関西電力（株）支配人
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料をそれぞれの発電所で利用していく
ことになりました。そのトップバッタ
ーだったのが東京電力福島第一発電所
３号機と関西電力高浜発電所です。す
でに安全協定に基づく地元のご了解を
いただき、必要な許認可手続きを終え
ています。
東京電力の福島原子力発電所の場合

ですと、1999年７月に設置変更許可を
国から受けました。関西電力の高浜発
電所については1998年６月、東京電力
の柏崎刈羽発電所につきましては現在、
安全審査中で、いま最終段階にきてい
ます。原子力委員会あるいは原子力安
全委員会から答申がなされたという段
階で、許可を待っている段階です。
この過程で一番時間を要したのは、

地元の了解をいただくことでした。そ
のために、地元の新潟県、福島県で、
1998年、99年にかけて、国、県、市町
村、電力の主催のフォーラムあるいは
パネル・ディスカッションなどを開催
しました。その結果、最終的に地元の
ご了解をいただいたわけです。
地元の了解といいますのは、電力と

地元の県、市町村との間で安全協定を
結んでおり、その中で国の安全審査を
必要とするような項目については、あ
らかじめ地元の了解が必要とされてい
るものです。この安全協定は地域によ
り少しずつその内容が違いますし、法
的な拘束力はありませんが、実質的に
この協定をクリアしないと先に進めな
いということになっています。その安
全協定の了解をいただくときに、福島
県、新潟県からそれぞれ条件がつきま
した。

安全協定の条件は品質管理、安全確
保、長期展望、国民の理解

例えば福島県の場合には４つの条件
がついています。MOX燃料の製造・輸
送過程の品質管理をキチンとやりなさ

いということが第１です。これはまさ
に今回のBNFLのMOX燃料データ改ざ
ん問題を事前に指摘されていたという
ことです。それから、MOX燃料を取り
扱うときの作業員の放射線被ばく低減
をしっかりやりなさいというのが第２。
使ったMOX燃料を最終的にどうするの
か、国の長期的な展望をしっかり示し
なさいが第３。それから、プルサーマ
ルを行うに当たって、国民的な理解を
得る努力を引き続き行いなさいという
のが第４でした。
柏崎については、５つの条件がつい

ています。１）安全審査の結果の明示、
２）安全確保のための国の体制強化、
３）使用済燃料の中間貯蔵の実施、４）
バックエンド対策の着実な実践、５）
地域振興策の問題と理解活動の推進と
いうことです。
柏崎の場合にはさらに少し特別な注

文がついています。私どもは2000年に
MOX燃料を原子炉に装荷したいとお願
いをしていたのですが、柏崎市からは、
2000年から2001年の範囲で判断しまし
ょうということになりました。
その後、MOX燃料のデータ改ざん問

題、あるいはJCO臨界事故ということ
があり、最終的に市ならびに県から、
燃料装荷は2001年にしてほしいという
話を受けて、われわれとしても2001年
に装荷することにしました。
福島第一３号機については、国の許

認可手続きを経て、昨年の７月に燃料
の輸送がようやくスタートしまして、
日本に着く直前、1999年９月に高浜３
号機の燃料を製造しているBNFL社で
データ改ざんがありました。東京電力
でつくっている燃料はBNFL社ではな
く、ベルギーのベルゴニュークリアと
いう会社ですが、海外でつくっている
燃料ですし、このため、直ちに通商産
業省から、国民の皆さんから大変不安、
あるいは不信感を持たれているので、

燃料の健全性というか、データを確認
しなさいという指示を受けました。私
どもとしては直ちに社員をヨーロッパ
に送り調査をして、問題がないことを
確認しています。それを受けて、よう
やく９月27日に福島に船が着き、本来
ならば直ちにその燃料体を検査をする
ところですが、データ改ざんなどの問
題がありましたので、最終的には1999
年12月９日から21日にかけて国の使用
前検査が行われました。
12月になって、燃料の検査もほぼ終

わりかけたところに２回目のBNFLの
データ改ざんの問題が起こり、直ちに
国のほうから再確認をしろという指示
がありました。それで現在、MOX燃料
の再確認の作業をほぼ終えた段階です。
その過程で、2000年１月に福島県に私
どもが参りまして、いまの状況の中で
は、1999年10月から2000年２月にかけ
ての定期検査の時に、MOX燃料を装荷
するのはきわめて難しいということを
県知事に申し上げ、県知事のご理解を
得て、この時の定期検査での装荷を見
送りました。

東電のMOX燃料はベルギー製

東京電力のMOX燃料は、ベルギーの
ベルゴニュークリアという会社でつく
っています。MOX燃料を作るため、プ
ルトニウムを取り扱うような商業規模
の工場が日本にまだありません。核燃
料サイクル開発機構の東海事業所に、
「もんじゅ」や新型転換実証炉「ふげん」
のプルトニウム燃料を取り扱う工場は
ありますが、一般の原子力発電所であ
る軽水炉用の燃料をつくるところはあ
りません。

MOX燃料というのは、ウラン燃料の
入った棒と、プルトニウムとウランが
混ざった燃料が入っている棒を組み合
わせて、最終的に燃料の集合体を作る
わけです。ウラン燃料は日本の日本ニ
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ユクリア・フユエル（株）で作り、燃
料棒（燃料ピンと言う）の形にして、
それをヨーロッパに運んでいます。
一方、MOX燃料といわれるプルトニ

ウムとウラン混ざって入っている燃料
は、ベルゴニュークリア社で、MOX燃
料棒の形まで作ります。それをベルゴ
ニュークリア社の隣りにあるFBFC社
という会社で燃料集合体の形に組み立
て、その後、日本に運びます。
ウラン燃料を製造するためには、ウ

ラン粉末をプレスで固め、1,700℃ぐら
いの温度で焼き固めます。焼き固めた
ものを研磨してペレットという直径１
cmくらいの円筒形にし、それをジルカ
ロイの筒の中に詰めて、両端を溶接し
て、燃料棒の形に仕上げるわけです。
その過程で、品質検査を行います。
同じくMOX燃料の場合でも、プルト

ニウムとウランが混ざった粉末をプレ
スして、焼結をし、研磨して、ペレッ
トにして、それから燃料棒に仕上げま

す。また同じように品質検査というプ
ロセスがあります。最終的にウラン燃
料棒とMOX燃料棒を組み立て、燃料集
合体という形にしたところでもう一度
最終的な検査をします。繰り返します
が、このプロセスは、ウラン燃料棒の
場合もプルトニウムが入ったいわゆる
MOX燃料棒の場合も同じです。

MOX燃料は触ると暖か

仕上がった燃料棒の外見上は、ウラ

蒸　発 
Vaporization

ろ　過 
Dewatering

乾　燥 
Drying

焙焼・還元 
Calcination/ 
reduction

充填・混合 
Charging/ 
blending

粉　砕 
Milling

粗成形 
Slugging

造　粒 
Granulating

成　形 
Pressing

研　削 
Grinding

焼　結 Sintering中央制御室 Centralized 
                       control room

沈　殿 
Precipitation

加水分解 
Hydrolysis

純　粋 
Pure water　 

アンモニア水 
Ammonium hydroxide　 

潤滑剤 
Lubricant　 

検　査 
○濃縮度 
○不純物 
○ウラン成分 
Inspection 
○Enrichment 
○Impurities 
○Uranium content

検　査 
○外観 
○寸法・密度 
○濃縮度 
○不純物 
Inspection 
○Appearance 
○Dimensions/density 
○Enrichment 
○Impurities 
 

原料UF6 
（六フッ化ウラン） 

UF6 
(uranium hexafluoride)

UO2F2溶液 
（フッ化ウラニル） 
UO6F2 solution 
(uranyl fluoride)

ADU粉末 
（重ウラン酸アンモン） 

ADU powder 
(ammonium diuranate)

UO2粉末 
（二酸化ウラン） 
UO2 powder 

(uranium dioxide)

UO2ペレット 
（二酸化ウラン） 
UO2 pellet 

(uranium dioxide)

ペレット挿入 
Pellet loading

ペレット押さえ 
ばね挿入 

Pellet holddown 
spring insertion

端栓圧入 
Plugging

端栓溶接 
Girth welding

ヘリウム加圧溶接 
Helium pressurization and 
seal welding

支持格子 
Guid assembly

案内管 
Guid thimble tube

ノズル 
Nozzle

輸送容器 
Shipping container

検　査 
○溶接部 
○寸法 
○ヘリウムリーク 
○外観 
Inspection 
○Weld 
○Dimensions 
○Helium leak test 
○Appearance

燃料棒挿入 
Fuel 

rod loading

ノズル 
取付 

Nozzle fitting

検　査 
○曲がり 
○燃料棒間隔 
○寸法 
○外観 
Inspection 
○Envelope 
○Channel spacing 
○Dimensions 
○Appearance

梱　包 
Packing

燃料棒 
Fuel rod

燃料集合体 
Fuel assembly

輸送 
Shipment

転換工程（原料UF6～UO2粉末） 
Conversion Process(UF6 to UO2 Powder)

燃料棒組立工程（UO2ペレット～燃料棒） 
Fuel Rod Manufacturing(UO2 pellets to fuel rod)

燃料集合体組立工程（燃料棒～燃料集合体） 
Fuel Assembly Manufacturing(Fuel rod to fuel assembly)

ペレット成形工程（UO2粉末～UO2ペレット） 
Pellet Manufacturing(UO2 Powder to UO2 pellet)

被覆管 
Fuel tube

ペレット 
Pellet

端　栓 
Plug

ペレット 
押さえばね 
Pellet-holddown 
spring

ウラン燃料製造工程（三菱原子燃料（株）パンフレットより）



改ざんは、前の計測データのコピー

プルサーマルにつきましては、われ
われの十分な管理が行き届かず、MOX

燃料データの改ざん問題が持ち上がり
まして、誠に申しわけありません。
燃料集合体は、断面が大体20cm×

20cm、長さが４ｍぐらいです。加圧水
型軽水炉（PWR）の燃料集合体１体は、
燃料棒が264本で構成されています。こ
の燃料棒の中にMOX燃料のペレットが
入っています。直径約８mm、高さが
約11mmの円筒形で、このペレットが
大体300個ぐらい入って燃料棒を構成し
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に第１回目の改ざん問題が起こったと
き、改ざんが行われたのは燃料ペレッ
トといわれる直径１cm、高さが１cmぐ
らいのセラミック状のものですが、こ
の外径のデータがどのように測定され
て、どのようにそのデータが管理され
ているのかを確認しました。その測定
値が自動的にコンピュータの中に取り
込まれるような仕組みになっており、
人手を介して何らかの手を加えるとい
うことはできないことを確認していま
す。それから、ペレット以外のデータ
についても、人が介在する余地がない
ことを確認して、ベルゴニュークリア
社、FBFC社でつくられたものの品質
管理データは、十分信頼できるという
ことを確認しました。
この時は、その前に通商産業省資源

エネルギー庁の職員がBNFL社に行っ
ておられて、東京電力がベルゴニュー
クリア社で調査、確認をしているとこ
ろにも立ち会っていただき、ベルゴニ
ュークリア社のデータをチェックし、
確かに品質的に問題ないということを
確認いたしました。
12月になって、新たなデータ改ざん

問題が出ましたが、これ以降、東京電
力としては３回に分け、１回当たり最
大８人をベルギーに派遣し、データの
再確認の作業を行っています。特に私
どもは、品質管理体制という会社のマ
ネージメントを一番注意して確認しま

した。合わせて、ペレットの外径の測
定データが意図的に人手を介して改ざ
んされるようなことはないことを確認
し、実際取られているデータに不自然
なところがなく、手を加えたようなと
ころはないことを確認しています。昨
年の９月にも一度確認しておりますの
で、12月はある意味では再確認という
ことになりました。
もう一つ、今回私どもが特に力を入

れましたのは、第三者により当社の作
業、ベルゴニュークリア社の記録のチ
ェックをしたことです。それによりそ
れらの作業が間違いないことを確認し
ました。AIVバンケット・インターナ
ショナル社というベルギーの第三者の
認証機関を使いました。ここは広く産
業界に第三者機関としての認証を実施
しているところで、十分信頼性がある
機関です。
今後の課題としては、再確認作業を

早急にまとめて国に提出することと、
あわせて地元の皆さんを含めた国民の
理解を得るよう努力をしていきたいと
考えています。
プルサーマルというのは、当面核燃

料サイクル全体の中の要の課題ですが、
その他のサイクル事業についても並行
して進めていくことが、プルサーマル
を進めるための一つの条件と考えてい
ます。

ン燃料の場合とMOX燃料の場合で全く
変わりません。何が違うかというと、
MOX燃料の方が少し放射線の線量が高
いのです。筒に入った燃料棒を手で触
っても問題ないのですが、できるだけ
遠隔で取り扱います。手でさわると、
プルトニウムの崩壊熱で、人肌ぐらい
の暖かさです。私もベルギーのFBFC

社でMOX燃料の集合体を触ってみまし
たけれども、少し暖かいという感じで
した。
もう一つ、プルトニウムを取り扱う

のに一番注意することは、プルトニウ
ムを体内に取り込むと被ばくをすると
いうことです。このため、グローブ・
ボックスという完全に隔離された中で
取り扱います。これがウラン燃料の工
場とMOX燃料の工場の大きな違いです。
私どもは、MOX燃料を初めてつくっ

たわけですから、事前に２点ぐらい確
認しました。一つは、ベルゴニューク
リア社が燃料棒をつくるところと、最
終的に組み立てるところの品質管理体
制を事前に調査をしました。これは燃
料だけではなくて、ほかの圧力容器に
しても、ポンプにしても、何でも、新
に工場を使うときには必ず事前に、そ
の会社がきっちりした品質管理体制を
持っているかどうかを監査します。そ
ういうことをきっちりやり、しかるべ
き基準を満たしていることを確認しま
した。
もう一つは、その会社に高い加工能

力が本当にあるのかどうかということ
を、実際の燃料をつくらせて確認しま
した。仕様どおりのペレット、燃料棒
あるいは燃料集合体ができるというこ
とを確認しました。

ベルゴニュークリア社のデータに
改ざん無し

BNFL社の改ざん問題が明らかにな
った後の対応ですが、まず昨年の９月

横手氏（関西電力）説明
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ています。
問題のBNFL社におけるMOX燃料の

燃料ペレットの直径の計測に重点を置
いて説明します。MOX燃料は、酸化ウ
ランの粉末と酸化プルトニウムの粉末
をよく混合して、焼き固めて、研削し
て、直径などの寸法を合わせたものを
自動計測した後、さらに抜き取り検査
で計測し、十分な品質でできているか
どうかをチェックします。
その場合に、ペレットを製造する一

つのロットが3,000個ぐらいで、この
3,000個のデータは全数測定をしていま
す。その上で、顧客に対する品質保証
という意味で、200個を取り出して計測
しています。この200個の計測のところ
にデータの改ざんがあったということ
です。
専門的になりますが、3,000個のペレ

ットのデータを全部自動測定している
と申し上げましたが、具体的には、研
削機で直径を合わせるように研削して、
自動計測のところを通します。レーザ
ー光を当てペレットの外径を測定して、
それを自動的に計測するということに
なります。
一方、作られた１ロット3,000個のペ

レットが約10の棚のトレーに入ってい
て、１つの棚のトレーから20個ずつ取
り出し、手動操作で計測します。例え
ば表示板に8,192ミクロンとかいう値が
出てきます。それを読み上げてパソコ
ンの表計算ソフトのシートの中に打ち
込みます。BNFL社の場合は、まだ実
証のための工場ということで、ここの
工程の自動化が行われていなかったの
がかなり問題であったのです。こうい
うところで改ざんがあったということ
です。
ペレット3,000個単位のロットが、高

浜３号機、４号機用の分を全部合わせ
ると約400ロットになります。最初に見
つかったデータの改ざんの方法は、パ

ソコンの中に入っている計測データの
前の表を呼び出して、いま測定してい
るものを半分、あるいはほとんど測定
せずに、呼び出した前のデータをその
まま書き写して、それを検査データに
してしまうというやり方です。高浜３
号機用のものについて、22ロット分そ
ういうものがあることがわかっていま
す。

３ロットが疑わしい

ところが、昨年（1999年）10月１日
に着きました高浜４号機のMOX燃料
は、このロット数にして全体で200ロッ
トぐらいになるのですが、そのうちの
３ロットについても非常に疑わしいも
のがあるということがわかりました。
最初からわかっていたのはロット番

号P824で、前のP823というロットと比
較すると、かなりコピーされている形
跡があるのです。けれども、非常にラ
ンダムだということと、担当した作業
員が「やっていない」と言っているこ
とや、そういういろいろな傍証から、
これは怪しいけれども、どうかなとい
うことでした。
ところが、ロット番号P814について、

12月16日にBNFL社から連絡がありま
した。問題のロットP814では、四つほ
ど前のロットのP810というロットの、
全部で200データあるうちの真ん中の
100から下のデータを、P814の１～100
の部分にコピーするというやり方をし
ていました。
もう一つ、P783というロットがあり、

これは統計的には怪しいということで
実際にコピーしたかどうかよくわかり
ません。ペレットの上中下の３点を測
定しているのですが、それらの値が三
つとも一緒だとか、あるいは上中下の
組み合わせが同じようなものがあり、
若干怪しい。最終的にはこの三つのロ
ットが怪しいということになりました。

こういうことが、昨年の12月16日ま
でにわかり、われわれは通商産業省に
出しておりました輸入燃料体の検査申
請を自主的にとり下げるということで、
社内的にも十分検討するため調査検討
委員会をスタートさせました。現地調
査をし、２月８日にはイギリスの産業
貿易省（DTI）や原子力施設検査局
（NII）の方々が謝罪と中身の説明に来
ました。

BNFL社では既に社員が解雇

２月18日には、イギリスで公表した
BNFL社の報告書が当社に提出されま
した。NIIの報告書も公表されました。

BNFL社の報告書というのは、DTI

にBNFL社が提出した書類ですが、約
40ページあります。その中身として、
MDF（MOX Demonstration Facility）、
われわれの燃料をつくっていた施設で、
抜き取り検査データに改ざんがあった。
その改ざんの原因としては、マネージ
ャー、監督者が品質の矛盾の発見とか
適切な基準の策定ができなかった。
QC／QA（品質管理／品質保証）がそ
ういうデータをキチンと見ていなかっ
た。一部の従業員が、とにかくサボる
ためなどの理由により、全くQCに対し
ての態度が不十分であった。そういう
ことが発生したにもかかわらず、９月
の時点では高浜４号機について特に問
題ないとして、十分な検討が行われな
かった、というような反省が書かれて
います。
措置事項としては、監督者のリーダ

ーシップを強化するとか、あるいは物
づくりの精神を徹底するとか、QC／
QAの遵守システムとか、あるいは信頼
関係の回復とか、政府とか当局の信頼
の再構築ということを書いていますが、
特に問題になるのは管理者、監督者も
含めて、解雇とか、それ以外に人事処
置もいろいろ取って、このようなこと
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が二度と起こらないようにするとして
おります。
このBNFL社の報告書の中で、新し

いこととしては、昨年の９月７日に高
浜３号機用の燃料棒で、検査結果が悪
いということで既に彼らが自主的には
ねていたロットですけれども、そのロ
ットの中にネジとか固形物が混入され
ているということがあって、これを不
合格としていたということでした。今
回われわれは初めてこういう事態を知
りました。MDFの工場自身の品質管理
体制が非常にまずかったということを
今回改めて認識しました。

NIIの報告書では、「全体で31ロット
の不正があった。５直体制で作業が行
われているが、そのうちの４直が関与

している。特にBNFLの従業員が言っ
ているのは、抜き取り検査が自動化さ
れておらず、自分で測定しないといけ
ない。これは退屈な作業であるという
こと、あるいはコンピュータの中です
ぐコピーできるような、コンピュー
タ・セキュリティが十分なされていな
かった。」ということが指摘されていま
す。ただ、彼らは、もとのデータにつ
いては全数レーザーマイクロメーター
で測定されているので、技術的には安
全であるということを言っています。

NIIの報告書では、具体的には15項目
の改善点を指示して、２ヶ月以内に
BNFL社にアクションするようにとい
うことが指示されています。

抜き取り検査は日本、ドイツ、スイ
スが要求

大畠 MOX燃料というのは日本だけが
使っているわけではないから、同じ会
社でほかの国のものもつくっているわ
けです。そのときに、抜き取り検査を
手でやっているのは日本のものだけだ
という話をちょっと聞いたことがある
のですがどうですか。
横手 MDFの工場は自動化されていな
くて、手動測定しております。そうい
うことを要求しているのは日本だけで
はなく、ドイツも要求していますし、
スイスも要求しています。
大畠 ほかの国の検査についてもコピ
ーして使ったという話があるのですか。
それとも日本向けだけをコピーして使
ったということですか。
横手 われわれは知らなかったのです
けれども、NIIのレポートでは、1996年
からあったということです。具体的に

われわれが聞いていますのは、1996年
に１件だけそういうことがあり、その
後はなくて、われわれの燃料を製造し
た1998年の後半からこういうことが行
われるようになったということです。

海外でのMOX燃料の実績はもう
2,200体

服部 MOX燃料は、いろいろな国で使
われています。ドイツ、フランスが一
番多く、日本はようやく使い始めたと
ころですので、まだまだ体数的には少
ないです。日本では1985年ごろに試験
的に合計６体を装荷し使った実績しか
ありません。海外での実績では、2,200
体ということですから非常に多いわけ
です。
津島 フランスのメロックス工場
（MOX燃料加工工場）はフランスのも
のを主として製造していますが、やは
り抜き取り検査を行っていますか。
横手 行っています。メロックス工場

はかなり自動化が進んでいて、10万個
に150個ぐらいサンプリングして、自動
で計測しています。
大畠 手動で行ってアウトになるもの
はあるのですか。
横手 手動でも測定すると、アウトに
なったペレットがいくつかあります。
大畠 確率論から言えば、自動でやっ
ていて紛れてしまうものがあるという
ことになりますか。
横手 自動で計測していますけれども、
要するにこれはミクロン単位でスペッ
クを決めていて、計測装置自身の誤差
が２ミクロン、自動と手動の両方の装
置で２ミクロンずつぐらいあります。
大畠 そのスペックの要求度というの
は、日本もドイツもフランスもみんな
同じですか。
横手 要求度は、多分スイスと日本は
一緒だと思います。
津島 この話はISO検査、グローバ
ル・スタンダードを考える場合の基本
的問題です。昔から日本でも品質検査
は、最終的には全数検査を前提とする
ことでやってきました。ところが、だ
んだんトータルとしてのシステムが信
頼するに足るかどうかで判断をするよ
うになりました。それがグローバル・
スタンダードだという傾向になってい
ます。このようなことは、例えば薬の
分野にもあります。グッド・ラボラト
リー・プラクティス（GLP）になるか
どうかという判断です。それは言い出
すときりがありませんが、世界的にこ
の水準でやればいいというシステムの
規準ができてきます。そのシステムが
機能している限り、お互いにそれに合
意しないと、世界的な物やノウハウの
流れが保証できないということになり、
それが日米でも、大きな課題となって
います。
これは恐らく、作っている側は、「う

ちはちゃんと検査システムができてい

［意見交換］
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るのに、余計なことを言ってきた。『売
らんかな』で営業の者が、全数検査し
ているのに余計な抜き取り検査をコミ
ットしてきたんだ」と、そういう気持
ちだと思います。

ウラン燃料は抜き取りだけで保証

横手 ウラン燃料のペレットの場合は、
ものすごくサンプリングの量が少ない
のです。これは品質がすごく良くて、
まさに全数検査せずに、信用して、抜
き取りだけで品質を保証しています。
MOX燃料の場合は、ちょっと研削の仕
方が違います。ウランの場合は水を流
しながら研削しますので、精度よくで
きますけれども、MOXの場合は水を流
しますと臨界の問題とかがあるので、
水を流さないで研削しますため、径の
ばらつきが大きくなります。そのため
に、ちょっとのことで全体をだめにす
るといけないので、全数の外径測定を
しているのです。そのロットをだめに
してしまう可能性がありますので。
そういうMOX特有のつくり方と、従

来からウランでしてきた抜き取り検査
の考え方が、いわば未分化の状態で共
存しているという感じになっています。

大畠 検査の仕方はどうするのですか
横手 まず全数の外径を測定します。
ペレットがコンベアで流れている状態
で、全部自動で測定し、不合格のもの
は外すわけです。ですから、母集団は
機械的に全部合格のものばかりです。
そこからランダムに、手動で採って検
査します。
大畠 そのときに１個だけアウトのも
のが出た場合は、その１個だけがアウ
トということですか。
横手 それにはスタンダードがあり、
いまわれわれが説明している方法は、
AQL１％というもので判定しています。
具体的には200個のペレットを測定し
て、そのうち５個までしかアウトスペ
ックがないものの場合は、それを合格
として、６個以上アウトスペックがあ
る場合は、そのロット全体を不合格に
します。
服部 ベルゴニュークリア社は、全数
測定しますが、そのデータはあくまで
も砥石の調整のためのデータであって、
データとしては残していません。コン
ピュータの中に取り込んで、ある一定
期間たったら全部消去してしまって、
そのデータは使いません。あくまでも

サンプリングをして測ったデータが品
質管理上の正のデータということにし
ています。それはそれぞれの工場の歴
史、あるいは実績とか、そういうもの
全体の中で判断すべきで、全数取って
いるかどうかは基本的な問題ではない
とわれわれは考えています。

はねたロットは再度加工へ

後藤 われわれはすぐもったいないと
思いますが、はねたものは確かによく
ないのだけれども、あとは全部良いと
いう証明ができないわけですね。
横手 もう一度全数測定してオーケー
であれば、それはそれで使うし、さら
にだめなものはもう一度再研削するか、
それはいろいろ手はあります。
大畠 コスト的にはそれは合いますか。
50人のクラスで一人だけ試験がアウト
になったらそのクラスは全部だめとい
うことと同じですが、そんなことを言
わず、私は60点取っているのだから何
とか合格させてよということかどうか
わかりませんけれども、アウトが６個
になったら全部捨てたほうが、経済的
にはコスト的に安くなるのですか。
横手 そこは経済的にいろいろ判断し
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てやっているわけです。再研削するか、
あるいはもう一度粉にしてしまって、
もう一度つくるとか。
服部 契約の段階で、われわれとして
はこういう品質管理を要求しますとい
います。それを相手ものんで、それが
全部契約価格の中に反映されているわ
けですから、特段べらぼうなことをわ
れわれは要求しているわけでもなくて、
向こうものめなければ恐らく別のカウ
ンターのプロポーザルをするはずです。

BNFL社は特殊で、他の国と違う

後藤 これからどういうふうになるの
ですか。
横手 従来、メーカーは常駐して検査
をしているのですが、電力会社自身は
スポット的に立ち会いをするというこ
とでやってきました。今後のものにつ
いては、メーカーは当然常駐しますが、
われわれ電力自身の立ち会いの頻度を
もう少し高くするとか、あるいは例え
ば第三者的な機関で、はっきりした品
質保証体制の確認をやってもらうとか、
いろいろ考えていかないといけないと
思います。フランスとかベルギーで既

にでき上がって、来年の輸送待ちのも
のがありますので、それとの整合性も
取れるような形をいま考えています。
ただ、BNFL社は非常に特殊なケース
でして、フランスとは全く違う話なの
で、われわれは分離して考えたいと思
っています。
津島 全く違うというのは、フランス
のほうがはるかに検査体制はちゃんと
できているということですか。
横手 きちんとしています。
後藤 マスコミが報道しないのかどう
かわかりませんけれども、そのことも
案外聞こえてないですね。すべてが
MOX燃料に対して冷たい。
服部 今度私どもが国に対して提出す
る報告書の中で、私どもとして国民の
皆さんに分かっていただけるような形
で説明していくことが重要だと思って
います。

日本のMOX燃料工場は六ヶ所に

大畠 日本国内でMOX燃料というのは
作れないのですか。
横手 昔の動力炉・核燃料開発事業団、
いまの核燃料サイクル開発機構では、

軽水炉用燃料のプルトニウム燃料を第
二開発室で、高速炉用のプルトニウム
燃料を第三開発室で作っています。わ
れわれとしてはBNFL社との契約上の
問題でもあるし、今回の燃料はぜひ持
ち帰って処置してほしいと思っていま
す。
大畠 将来はどうなるのですか。
服部 将来は、いま六ヶ所で再処理を
行うことになっており、分離されたプ
ルトニウムは日本でMOX燃料工場を建
設し、そこで作るということでいろい
ろ検討しています。これは電気事業連
合会から日本原燃(株)へ検討を依頼し
て、いま工場の設計を一所懸命進めて
いるところです。
津島 そうじゃないと原子力のサイク
ルができない。
服部 できたプルトニウムをあちこち
持っていくということは非常に防護上
も問題です。
津島 いまや軽水炉でのMOX燃料利用
は不可欠です。増殖炉ができれば別で
すけれど。

海外にあるPuは海外で加工、2015
年まで続く

大畠 海外とのMOX燃料加工契約は何
年までですか。
横手 関西電力はBNFL社とフランス
核燃料会社（COGEMA）とそれぞれ１
契約しかしていません。１～２年分だ
けです。
大畠 あとは全部六ヶ所でやろうとし
ているわけですか。
横手 いえ、COGEMA社とBNFL社で
プルトニウムが30トンぐらい回収され
ますから、向こうで加工して持ってこ
ないといけません。東京電力は違うか
もしれませんが、関西電力の加工の契
約は単年度契約ですので、将来とも契
約はしなくてはなりません。
後藤 COGEMA社からはいつMOX燃
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料が入ってくるのですか。
横手 COGEMA社で今、関西電力の分
は製造中です。来年にも輸送したいと
思っています。東京電力の分ももう既
にできています。
服部 海外にトータルで30トンぐらい
のプルトニウムが出てきますから、こ
れを使っていくためには、やはりこれ
から10年、15年ぐらいずっと引き続き
こういうことが続くわけです。したが
いまして、計画的にはいま１年ぐらい、
全体がちょっと後ろにずれたような形
になっていますけれども、これから
2015年ぐらいまではMOX燃料の加工、
輸送が継続的に行われます。それと並
行して六ヶ所村の再処理工場も立ち上
がってきます。
大畠 技術的には問題はないけれども、
世論というか、県知事がオーケーの認
可を出すような雰囲気がなくなってし
まった。県知事も選挙で選ばれるもの
だから、次の選挙を考えるとあまり強
引なこともできず、回りを見始めたの
だと思いますよ。

JCOとMOXデータ改ざんで国民の理
解が後退

服部 福島県が安全協定に一番クリア
な条件的をつけています。品質管理の
問題、これは現実に問題が起こったの
で、しっかりやらなければなりません。
従業員の被ばくの問題は、十分注意す
ればほとんど問題ないと思います。使
用済みのMOX燃料をどうするかという
問題には議論がありますが、当面これ
はウラン燃料と同じように貯蔵してい
くことを考えています。それから最後
の国民的理解、これは基準があるよう
でないのです。何をもって国民的理解
かというところで重要です。
大畠 最後の条件が難しい。
服部 最後の条件が非常に難しいとい
うことで、JCO事故、データの改ざん

の問題があって、国民的理解が大きく
後退したということが言われましたの
で、それを十分踏まえながらやってい
くということで、MOX燃料の装荷を少
し先延ばししたというのが実態です。
津島 ドイツのフィリップスブルグ発
電所を見ましたが、技師は、「こんなに
安定的にMOX燃料は燃えるのですよ」
と見せてくれました。何の問題もない
のですね。ところが、そのドイツで緑
の党のメンバーが騒いで、原子力から
の後退ということになってしまいまし
た。スウェーデンは、いま「ばかなこ
とをやった」という世論がやっと出て
きたそうだけど、原子力発電所を１基
止めて、そのかわり隣りのデンマーク
から火力の電力を買電しているといい
ます。環境にこんな悪い話はないです
よ。そういうことに対する反省が出て
くることが日本の場合に一番いいと思
います。MOX燃料利用の日本の難しさ
は、プルトニウムが初めて直接使われ
るというところだと思います。
大畠 一回信頼が落ちると、信用回復
には時間がかかります。それが去年の
暮れあたり、連続して続いたものだか
ら、相乗効果で何となくやる気が失せ
てしまっているような感じがちょっと
します。
後藤 これからは、原子力ばかりでな
く何から何まで全部、地方自治体の一
応の理解というか、承認を得なければ
進まなくなってきました。そのことは
覚悟して、織り込んで進めていかなけ
ればならない時代に入ったのかなとい
う気がします。

安全的な問題はない－プルサーマル
は避けて通れない

大畠 きょうのお話で、MOX燃料の寸
法の改ざん問題というのは、技術的に
も安全的にも問題はないということは
確認できましたが、それをさっきの国

民の理解というところにつなげるには
どうすればいいのでしょう。
津島 国民レベルでわからないとね。
大畠 原子力というのは基準をつくる
ときは十分考えなければいけないし、
つくったら絶対守るという性質のもの
なのでしょう。ちょっと何かが起こる
と全部が疑われますから。ロケットも
結局、耐熱板か製品そのものが悪かっ
たのか、施工法が悪かったのか、よく
わかりませんが、ちょっとしたことか
らだめになってしまうのですね。これ
が本当に巨大集積技術の恐さですね。
服部 私どもも同じようなことがよく
あります。インターフェースの部分で
設計と製造と運転と、幾つか境界があ
るのですが、大体境界で問題が起こり
ます。そこの責任分担みたいな話にな
り、やはりトータルとしてだれかがし
っかり責任を持って見てないと、必ず
境界ができてしまうのです。特に契約
になりますと責任をきっちり書きます
から。ここまでがＡ社の責任、ここか
らはＢ社の責任、その境界の調整をす
るのはＣ社、あるいは施主ですよとい
うことになりますと、どうしてもそこ
のところが難しいです。
大畠 早く六ヶ所村に自前の工場をつ
くりましょう。
津島 プルサーマルを早く進めましょ
う。これは避けて通れない問題ですか
ら。

意見交換時の発言者（発言順）

大畠　章宏　当研究会理事
（衆議院議員）

津島　雄二　当研究会副会長
（衆議院議員）

後藤　 茂　当研究会理事
（前衆議院議員）
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夏の終わりの宴
うたげ

1999年の８月31日、私達はスイスか
ら空路パリに入りました。好天に恵ま
れて、暑い真夏の陽差しが照りつける
街角には、稔りの季節

と き

を思わせる充足
感─この街には８月下旬に必ず訪れる
秋の気配ですが─がまだ感じられない
この年でした。
私達は旅の疲れを癒すために、あら

かじめ幾つかのレストランを指定して
予約をお願いし、宴のひとときをもつ
よう計画していました。ホテルに着く
なり、出迎えてくれた当地駐在の世話
役が心配顔で言うのです。「今晩はあい
にく御希望のレストランが何れも満席
で、予約がとれません。」私は耳を疑い
たくなる気持ちでした。８月の末とな
ればバカンスの終わり、パリ市民の多
くはまだ帰っていない筈です。レスト
ランそのものが休んでいれば仕方がな
いにしても、開

あ

いているのに予約がと
れないとは、この季節としては信じ難
いのです。
その疑問は夕方になってあっさり解

消しました。私達が宿泊したホテル
（Inter-Continental）は、大戦中そして

戦後のひととき、米軍司令部が置かれ
ていたこともあって、アメリカ人の宿
泊客が多いので知られておりました。
その日もロビーは軽装で足早に通り過
ぎるアメリカ人観光客で騒

にぎ

わっており
ました。そして６時前になるとその人
達が（多くは夫婦連れでしたが）スー
ツとドレスに身づくろいしていっせい
にロビーに溢れんばかりに集って来た
のです。ロビーの一角に据えられたデ
スクには、○○銀行（リテール部門に
強い代表的な米国の銀行）のステッ
カーが張られ、案内役があれこれと相
談に来る人達に指図を与えています。
そうなのです。その日、われわれはア
メリカの○○銀行御一行様の団体旅行
といきあわせたのでした。
ホテルの前にバスが数台止まってお

り、御一行様は三々五々指定の車両に
乗り込んで行きました。バスのフロン
トに掲げられた表示を見て、私達はす
べてを理解することが出来ました。ラ
ンブルワジー（L'Ambroisie）行、デュ
カス（Ducasse）行、タイユヴァン
（Taillevent）行、アルページ（Arpège）
行など、要するに世界に冠たるパリの
レストランで宴を楽しむグルメの旅を

○○銀行がお得意さまのために企画し
たようです。
私達の世話役がレストランの予約の

ために散々難儀したのも至極当然です。
この夜パリの一流レストランは、いま
や絶頂にあるアメリカ金融業界のお客
様方によっていわば占領されてしまっ
たのです。その夜私達が兎にも角にも
超一流の一角リュカ・カルトン（Lu-

cas Carton）にすべり込むことが出来
たのは全く幸運といってよかったで
しょう。
私達は、枯れ始めたプラタナスやマ

ロニエの樹の下を軽い足取りで歩きな
がらリュカ・カルトンに向かいました。
夕陽がマドレーヌ寺院の石柱に橙色の
彩りを添えています。その基部の石壇
は、沢山の草花を植えつけたプラン
ターで埋めつくされていました。左に
目を転じれば、そこは既に闇の世界が
訪れて、燈火

ともしび

の光が鮮やかにリュカ・
カルトンの殿

やかた

の入口を照らしています。
私はやっとそこに味覚の秋の気配を感
じとることができました。

美食とワインの組み合わせ（Mariage）

リュカ・カルトンの経営者Ａ・サン

本場でワインを選ぶ
─ 大競争と第一次産業 ─

津 島 雄 二
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ドラン（Alain Senderens）氏は、かつ
て新料理（Nouvelle Cuisine）の旗手と
して登場し、頂点を極めた人としてよ
く知られております。いま同氏は、料
理とワインの組み合わせについて新境
地を拓くべく、思い切った手法を打ち
出したのです。
私達一行10名以上がテーブルに着い

てから差し出された献立表
キ ャ ル ト

には、一品
一皿ごとにお奨めのワインが付記され、
その通り注文すれば、ボトルではなく
グラス一杯のワインが供されるのです
（もちろんお代わりは許されます）。私
達は、それぞれ好きな品をばらばらに
注文したのですが、一品ごとにほぼ正
確にお奨めのワインをグラスに注いで
くれるのを見て、この店で働く従業員
の心意気と行き届いた訓練に感銘させ
られました。
私ばかりでなく、一行の多くが先ず

世界三大珍味の一つ、フォアグラを注
文したのは自然の成り行きです。鴨の
フォアグラ・ランド風いちじくとアー
モンド添え。これに合わせてグラスに
は定石通り南仏リヴェルサルトの天然
甘口強化ワイン（VDN）、それもドメ
イン・カーズの88年アンブレ（Ambré）
が注がれました。
その次にロゼール風ラムのグリエ

（茄子添え）がやって来ると、バンドー
ルの赤ワイン・ピバルノン（Pibarnon･
Comte de Saint Victor）89年が注がれ
ました。南仏の軍港ツーロンの西隣に
拡がるバンドールの丘には、地中海か
ら燦々と陽光が照りつけ、ムルヴェー
ドル種を主体とする葡萄がしっかりと
地表から奥深く第三紀層の大地に根を
下ろして、恵まれた光を濃厚でタンニ
ン分の強い果汁に凝縮させます。産み
出される赤ワインは、強いボディをも

ち、猪肉などにも負けない強さがあり
ます。その一方で洋梨、ヴァニラ、桜
桃、シナモン等の香りを幽

かす

かに宿して
飲む人を魅惑してくれるとされます。
周囲
まわり

を見渡すと、鴨のアピシウス風
香味焼き（Canard Apicius rôti au miel

et aux épices）を食す向には、バニュル
ス79年（Cave de l'Etoile ）の甘口VDN

が注がれ、若鶏の香料漬け（Poularde

au citron et fenouil confits）を前にして
いる客には、南仏の力強い赤ワイン・
シャトーナフ・デュ・パップの94年
（La Nerthe）が奨められているといっ
た様子です。
杏
あんず

とアイスクリームの取り合わせの
デザートを、ハンガリー産トーカイの
甘口貴腐ワイン（５ Puttonyos）93年
でしめくくるまでワインを選ぶ手間が
全く要らない宴でした。私にとって残
念であったのは、チーズとワインの取
り合わせの部分を、同行者のペースに
合わせて省略してしまったことでした。
ここまででお気付きになったかもし

れませんが、このフランス料理の最高
峰における豪華な食事とワインの餐宴
のなかで、ボルドーやブルゴーニュの
最高級ワインは最後まで登場しません
でした。因みに、頂いて帰った献立表

キ ャ ル ト

で点検してみると、お奨めワインは、
エルミタージュを始めとするローヌ河
地域のものが７品目、リベルサルト等
の南仏の天然甘口強化ワイン（VDNと
呼ばれ、マスカット種などを原料とす
るワインで、醗酵の過程でブランデー
等が添加される）が５品目、プロバン
スが１品目、それにスペインのシェ
リー（Manzanilla）があるのに対して、
ブルゴーニュは３品目（Santenay,

Chablis, Beaune）ボルドーは赤、白そ
れぞれ１品目だけでした。しかも、日
本で１本１万円以上もするような超高
価な銘柄は全く出番がありません。
もっともチーズとワインの取り合わせ
振りを見損なったので、もしかすると
ここでボルドーの実カワインにお目に
掛かったのかもしれません。ただ、
チーズに添えてワインをとっても、お
値段は３千円追加に止まっているよう
ですから、超高価なボトルにはやっぱ
り縁がなかったと想像します。
後にも触れますが、南仏のローヌ河

地帯、プロバンス、そしてラングドッ
ク、ルーション等の銘柄ワインの台頭
こそ、ここ30年来のフランス・ワイン
の最大の変化といってよいでしょう。
その反面、ボルドーやブルゴーニュの
最高銘柄の評価も決して揺らぐことな
く、相も変わらず世界中の愛好家のめ
るところになっています。フランスの
輸出産業として、ワイン産業がいかに
大きな役割を果たしているか、そして、
その輸出先として日本をはじめとする
アジア諸国がかなり大きな地位を占め
ている点も忘れてはなりません。
わが国のワイン愛好家の中には、高

価なワインだけを尊重する向きがある
とすれば、戒めてあげたいのを感じま
す。ワインは食事の相棒ですから、長
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期熟成した高価な銘柄が常にふさわし
いとは限りません。食材によっては
若々しいすっきりとしたワインが、貴
方の味覚を楽しませてくれるでしょう。
リュカ・カルトンでのご馳走とワイン
のアンサンブルは何よりもこのことを
教えてくれたように思われます。晩餐
が終わってから、私達がコンコルド広
場からチュイルリー公園（Tuileries）
の脇をそぞろ歩きしながら、ふと足下
にマロニエの葉が落ちているのを踏ん
だとき、その乾いたかすかな音の気配
に、今宵で夏が終わったのを感じたも
のでした。

旅の終わり、秋の初の宴
うたげ

ヴィクトル・ユーゴーの旧居跡、そ
して文豪の記念館があるので知られる
ヴォージュ広場は、17世紀の赤煉瓦作
りの建物に四角にきっちりと囲まれて、
碧い空の下に落ち着いた雰囲気をたた
えていました。子供達が遊び、親や祖
母達がベンチで陽を浴びていました。
その一角にレストラン・ランブルワ
ジー（L'Amlroisie）があります。ここ
はパリ４区の旧マレー地区、14世紀に
遡る古い街並みは、最近に至って幾ら
かの近代的な建造物も建てられました
が、全体としてはまだ狭い通りや曲が
りくねった街並みが残り、昔の面影を
止めています。そのなかでアンリー４
世の発意で作られたヴォージュ広場は
歴史的遺産そのものです。
広場を取り巻く由緒ある建物のなか

に極く自然に入り込んで、目立たない
風情で営業しているレストランの名称
ランブルワジーとは、ギリシャ神話の
オリンポスの神々に捧げられた不老長
寿の食物を意味します。その名はこれ
を経営する名シェフ、パコー氏ととも

に世界に轟いているのです。当然世界
の賓客を集め（最近ではシラク大統領
夫妻がクリントン大統領夫妻を招いて
４人だけの内輪の宴をもったといわれ
る）、繁忙期には予約をとることさえ極
めて難しいとされます。
その日の午前中の公務が予定よりも

早く終わり、仏側要人との会食も事情
があって催

もよお

されないことになりました。
夕方の飛行便までポッカリ開いた時間
の空白を埋めるのにどうするか相談し
たうえで、念のためランブルワジーに
トライしてみようということになりま
した。携帯電話で連絡してみると「結
構です。お出で下さい。」というのです。
「こちらは10人をこえるので個室があれ
ば良いのですが。」というと「お待ちし
ています。」ということになりました。
奥まった個室におさまって、17世紀

の高い天井とヴァン・ダイクのフラマ
ン画のインテリアの雰囲気が客に憩

やす

ら
ぎを与えます。ここでは接客のサービ

スまで超一流で、外国の旅に馴れない
同行者達もくつろいでくれたようです。
少しばかり遅い到着だったこともあり、
料理のコースは店の方であらかじめ選
んでおいてくれました。
先ず旅の終わりを皆で乾杯して祝い

ました。ロドレール（Roederer）の
シャンパンは、きめ細かな泡で杯を淡
い黄金色に彩り、暑さと渇きをしてく
れました。運ばれたトゥルト蟹のテ
リーヌが幽

ひそ

かにノルマンディの潮風を
想起させてくれます。次がオマール海
老のスープ（Minestrone）がやって来
ます。ソムリエに、ワインは何を奨め
てくれるか尋ねると躊躇

ちゅうちょ

することなく、
コンドリュ（Condrieu）1995年を奨め
てくれました。
コンドリュは、ローヌ河北部の右岸

に所在する60ヘクタールほどの白ワイ
ンの産地で、ヴィオニェ（Viognier）
という独特の葡萄の畑のみから成り
立っています。ヴィオニエは、３世紀

ヴォージュ広場



15Plutonium  No.29    Spring  2000

にこの地に植えつけられたと伝えられ
る程古い歴史を背負っておりますが、
他の地方に拡がらなかったについては、
収量が少ないとか、作柄が安定しない
とかの難点があったのかもしれません。
それが最近になって、そのワインの醸

かも

す芳
かぐ

わしい香気─菫
すみれ

の花やアプリコッ
トの香り等─とさっぱりしたまろやか
さが喧傅されるようになり、全体とし
て収量が少ないので値段が張ることも
手伝って、次第に珍重されるにいたっ
た銘柄です。残暑のなか、体のほとぼ
りのさめぬ間に口に運ぶコンドリュの
グラスは微

かす

かに翠
みど

りがかって、私達に
奥深い悦びを与えてくれました。
その日の真打ちは白身の魚のキャビ

ア添えバター炒め（Escalopines de bar

poêlées au caviar d'aubergine）でした。
私はソムリエに一つ注文を出してみま
した。この料理と合わせるによい赤ワ
インはないだろうかといってみたので
す。すると彼は臆することなく、「いや
あります。例えばキルワン90年はいか
がですか。」と答えるではありませんか。
ボルドーの赤、メドックのなかでも繊
細、優美、魅惑的なワインを産するマ
ルゴー村の第３級特級のシャトー・キ
ルワン。日本では余りお目に掛かるこ
とはないし、かつては実力が名声にそ
ぐわないといわれたこともあるこの
シャトー物が、こうして私のグラスに
注がれたのです。一喫

テ ス ト

すると、ボル
ドーのワインにありがちな強いタンニ
ン、肩肘張ったボディではなく、優し
い、おとなしく好ましい紅紫色のワイ
ンはすぐに気に入りました。
こうして１週間の駆け足出張は、食

文化の殿堂で、魚と赤ワインの妙なる
組合わせで締めくくられたのです。

大競争時代のワイン産業

いま地球は、ますますメガ輸送と情
報化の大波にさらわれています。人類
の基本的な営みである食文化と関連産
業が、メガ・コンペティション（大競
争時代）に無縁でありうるはずはあり
ません。
最初に述べたように、パリのレスト

ランにとっては世界中の人が顧客であ
り、アメリカからアジアからグルメ旅
行が組まれています。その結果として
アメリカ人もここ20年の間に驚く程ワ
インを飲み、外食を楽しむようになっ
てきました。同じことが日本にも他の
アジアの国に起こらないはずはないと
思われます。また、食文化の創造者に
とっても、より広い食材を使って、
様々な手法を会得し、より多くの顧客
にアピールするよう努めるでしょう。
こうした相互作用は、情報化の進展に
よってさらに活発になるに違いありま
せん。
来るべき時代にいち早く対応した第

一次産業の一つがフランスのワイン産
業でした。すでに世界的に地歩を固め
て高値で出荷し、高収益をあげている
ボルドーのシャトーやブルゴーニュの
ドメーヌの後を追って、ロワール河地
域、ラングドック、ルション等の南フ
ランスの産地、そしてロワール河やア
ルザスの生産者が産地呼称管理（AOC）
を確立しました。生産量を抑え品質管
理に万全を期し、設備を更新するなど
の努力が実って、これらの地域のワイ
ンも世界市場に雄飛して行きました。
新しい農法や接木の技術の向上が、

新世界（アメリカ、チリ、オーストラ
リア、南アフリカなど）からも質の良
いワインを産み出す時代をもたらしま

した。まさに大競争時代が現出しまし
たが、フランス各地の真剣な生産者達
は、その波に乗って更に前に前にと発
展したのです。
とかく第一次産業は自由競争に弱い

といわれ、農業者は商人の功智のにさ
れがちだとされます。しかし情報化の
波は、生産者と消費者の間の距離を縮
め、中間流通業者をはじき出すかもし
れません。嗜好に合った食材は、短い
期間に沢山の人に知られ、められます。
いったん評価が確立すれば、その情報
は容易に拡散していきます。先進国の
農業、水産業はそのような波に乗って
付加価値の高い産業に衣替えすること
が不可欠です。日本の農漁業者にとっ
ても、このことは決して他山の石では
ありません。将来、インターネットを
通じて遠方の消費地から注文を受取り、
契約栽培によって安定高収益の事業展
開する農業者、漁業者が輩出すれば、
日本の農漁業にもっと明るい未来が拓
かれるかもしれません。一昨年、香港
の海産物問屋を見てまわって驚かされ
たのは、中華料理の食材として売られ
るほたて
．．．

やアワビ
．．．

のなかで最高値の品
物は、私の地元青森県産の表示の壺に
入れられていたことです。このことを
地元の生産者がどこまでされているで
しょうか。消費市場からの情報を大切
にし、それを収集して生産に反映させ、
よりよい付加価値を手にするという当
たり前の努力が、余りにもないがしろ
にされているとすれば、誠に残念なこ
とです。
ワインをもとめて旅するなかから、

私は次の時代の第一次産業のあり方に
思いをはせることになりました。

（衆議院議員）
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ほぼ６年半に及ぶISTC勤務を終え本
年３月末モスクワから帰国した。ISTC

関連で初めて現場に赴いたのが1992年
８月、その時点からは既に７年半以上
の歳月を重ねたことになる。ISTCおよ
びモスクワを中心とするロシアについ
ては本誌で過去何度か紹介させていた
だいたが、今回はそれを締めくくるよ
うな形での報告を試みたいが、一部重
複はお許しいただきたい。３月末には
スェーデンの大手家具チェーンのIKEA

がモスクワ国際空港近くに大型家具店
を開き、初日には４万人が殺到したと
いう。あとでも触れるが開店までの紆
余曲折は最近のロシアを象徴している
ようで興味深い。

1．ロシアについて

限られた紙面でロシアを言い尽くす
ことは不可能であり、ここではトピカ
ルな事項につき一つの視点を提供する
こととしたい。日本との関係では2000
年までに平和条約のめどを立てるとい
ういわゆる橋本・エリツィン合意も当
時の主役は両者とも既に舞台から去り、
新たな主役がどのように引き継いで行
くのか、第一回目の場は４月末に設定
され、本誌が出る頃にはその結果が出
ている筈である。おそらく予想される
範囲内での話し合いが行われ、今後対

話を継続して行くとの発表になるので
あろう。いずれにしても事件のない限
り、隣国ロシアは日本にとり地理的距
離の割には存在感が薄いことも事実で
ある。

新大統領

私がモスクワを離れた翌日の３月26
日、ロシア大統領の選挙が行われた。
結果は共産党が健闘した以外は他の有
力とみなされた対抗馬が骨抜きとなり、
立候補を取り下げたり、得票率が一桁
台にとどまったりで、プーチン大統領

代行が第一回投票で50%以上の票を獲
得し、大統領に選出されたことはご承
知の通りである。カリスマ性もなく１
年前まではほとんど無名だった人物が、
しかも40代の若さで大統領に選出され
たことはいかなるメカニズムが働いた
のか。新興財閥が勝ち馬に乗り利益を
得ようとするなだれ現象、大統領府の
締め付けなどはあったにせよ背景を正
確に把握するのは難しい。時間が必要
なのだろう。チェチェンに対する強行
措置支持の世論の盛り上がりはあった
にせよ、治安警察KGB出身という通常

国際科学技術センター（ISTC）勤務を終えて

横 山　宣 彦

共産党幹部のアパート、1930年代のもの。今はいろいろな住民が住んでいる
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ではマイナス働く要因もあった。しか
しこのマイナスすら、秩序の維持を求
める世論にはむしろ積極的に評価され
たように見える。これまで７人に上る
No.２を斬って捨ててきた前大統領に後
任者として認知された点にもなぞが付
きまとう。しかし長年にわたりロシア
外交の最大の懸案となっていた
START-IIが４月14日下院により批准さ
れたことは、外政面のみならず内政面
でも新大統領に取り大きな得点である。
CTBTも批准されればロシアは積極外
交に転ずる足がかりが出来たことにな
る。小話的になるがレーニン、スター
リン、フルシチョフ等々革命後のソ
連・ロシアの指導者の髪の毛の量に着
目してシーケンスを論ずる人がいたが、
９人目の大統領となる人はご存知の通
りであり、７番目のゴルバチョフに続
く奇数番の指導者としてこの｢法則性｣
が当てはまることになった。

ハプスブルグ家とロマノフ家

ロマノフ王朝が成立したのは1613年、
そしてニコライ二世一家が殺されたの
が1918年で、305年で幕を閉じたことに
なる。中欧に覇をとげたハプスブルグ
家の興隆はもちろんそれよりも古く、
同家として最初の神聖ローマ帝国の皇
帝になったのが1273年であるが、スペ
インとオーストリアとの分裂を基点と
すれば1556年となる。両家の中興をに
なった女帝マリア・テレジアおよびエ
カテリーナ２世の在位が、それぞれ
1740～1780年と1762～1796年である。
両家ともその末期には問題児が多く、
それがまた国政に微妙な影を落とし衰
退を更に早めたことは否定しようもな
い。このように両王朝には共通する点

があり、歴史の面白さを感ずる次第で
ある。因みにロマノフ王朝初代のミハ
イルがモスクワからの使者を受け入れ、
皇帝即位を決意したのが、モスクワか
ら約300km離れたコストロマにあるイ
パーティエフ寺院、300年後ニコライ２
世一家が殺されたのがウラルにあるエ
カテリンブルグの豪商イパーティエフ
家の地下室、ロシア人の多くはそこに
少なからぬ因縁を感ずるようだ。

統治に対する外国の関与

ロシアの初期については伝説的な部
分があり、年代記自体にも矛盾した部
分があるのはやむを得ない。いずれに
してもロシアの初期国家成立にあたっ
ては、ロシアでヴァリャグと呼ばれる
ヴァイキングが大きな役割を果たした
ことは定説になっている。すなわちヴ
ァイキングが核になり、各地方に分裂
していた諸侯を国家としての統一の方
向に持っていったのである。その後13
世紀には蒙古の侵攻があり、３世紀に
わたりロシアを支配することになるが、
これまでは「タタールのくびき」とし
て一方的に否定的に評価することへの
疑問が提示され、国家制度など積極的
面も評価すべしとの声も強くなってい
る。いずれにしても、北方の敵を破っ
たことにより国民的英雄となっている
アレクサンドル・ネフスキーも蒙古に
にじりより、ロシア統治のお墨付きを
得たという暗い面が明らかにされてい
る。あるイベントに対し外国の目を以
外に気にするのは、後進性からくるコ
ンプレックスに加えこのような歴史的
背景がある。国産技術・製品について、
よく「外国の一流技術にひけを取らな
い」と表現するのもこの流れのように

思われる。

ハンバーガー・外資

マクドナルドがロシアにおける第一
号店をモスクワにオープンしたのが
1990年１月で、丁度10年が経った。こ
れが新生ロシアの外資導入の嚆矢とい
えるが、当時は店を取り巻く行列で世
界的にも話題となった。正確な数字は
把握していないが、現在ではモスクワ
だけでも20にのぼる店舗を展開してお
り、原材料などの面でも大きな事業と
なっている。マニュアルによる従業員
のサービスも、日本、ヨーロッパと遜
色はなく、まさにマクドナルド文化を
根付かせている。これに刺激を受けた
形で、「ロシア風ビストロ」が価格を武
器にネットを展開している。冒頭に述
べたIKEAは最も新しい外資といえる
が、関税の軽減が当初の思惑と異なる
ことにより予定よりかなり遅れての開
店となった。モスクワ空港からの道路
がレニングラード街道（いまだにこの
名称）と合流する地点に位置し目に付
きやすい。｢欧州人の10人に１人は
IKEAのベッドで作られた｣というコマ
ーシャルの倫理性をめぐり、テレビ局
と論争になったことも話題となった。
このほか外資の動向として注目される
のは自動車産業である。日本以外の大
手の殆どはアンテナ・マニュファクチ
ャとでもいうべき小規模生産・販売に
着手しており、今後経済の回復ととも
に本格化するはずである。韓国の大宇
がウズベキスタンで生産している小型
バスをモスクワでよく見かけるように
なっている。日本の対露投資は昨年の
みちのく銀行による現地法人の設立・
営業開始が、最近の最も大きなニュー
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スである。当面採算性は度外視し、ロ
シアに将来の橋頭堡を築くのが目的で
あろう。

東方正教会

ロシア、ブルガリアなどはギリシャ
正教の系譜を継ぐいわゆる東方正教会
の範疇に入り、ロシア正教、ブルガリ
ア正教、ルーマニア正教などと呼ばれ
ている。アルメニア、グルジアも同じ
である。ユーゴの場合は複雑であり、
同じ言語を使い、血を同じくする人々
が宗教により異なった民族に分れてい
る。これがカトリックのクロアチア人、
正教のセルビア人、そしてユーゴ内の
イスラム教信奉者である。東欧および
旧ソ連諸国を宗教で色分けすると、改
革成功組のポーランド、チェコ、ハン
ガリー、バルト３国、クロアチアはカ
トリック（一部プロテスタント）、そし
て停滞組のロシア、ブルガリア、ルー

マニア、セルビア（新ユーゴ）、ベラル
シ、ウクライナなどが東方正教会とか
なり鮮明に色分けできることに気がつ
く。もちろんこれら諸国の内部に少数
派の異教徒がおり、ウクライナではユ
ニアートという特殊な宗派が存在する
など一概には片付かないが、多数派を
考えればこのような線引きが可能であ
る。ここではこれ以上深入りすること
は差し控えるが、このような事実は今
後の動向を考える場合無視は出来ない
要因とも思われる。このような事情は
マックス・ウェーバーの名著「プロテ
スタンティズムの倫理と資本主義の精
神」を思い起こさせる。

経済の見通し

1998年８月の通貨危機に端を発した
経済危機により改革は一頓挫を来した
が、現在ではGDP及び工業生産ともプ
ラスに転じている。通貨は危機前の６

ルーブル／１ドルが現在では28ルーブ
ル程度、すなわち五分の一程度に下が
っているが、インフレは３倍程度であ
り、その分国内産業が競争力を増し、
輸入品に対抗している。一方商業銀行
を主体としたいわゆるロンドンクラブ
との債務交渉は、100億ドルの債務削減
と言うロシアの勝利に終わった。この
交渉を取り仕切ったカシアーノフ蔵相
は次期首相との声が高い。ソ連時代第
二経済といわれたグレイ・エコノミー
も依然健在であり、これが経済回復の
大きな役割をになっているのは間違い
ない。ある時期にはGDPが劇的に減少
しているのと平行して電力消費が伸び
たことがあり、この第二経済の規模は
経済全体の四分の一ともいわれる。こ
れは年間200億ドルにも及ぶ資本逃避に
連なっている。

日本とロシアの共通点

ソ連式社会主義は崩壊した。この点
は万人の認めるところである。一方議
論の分かれるところであるが、日本式
社会主義も危機に瀕している。右肩上
がりが続いた時期は顕在化しなかった
市場になじまない部分が、高度成長が
止まるとともに重さを増し過剰負担が
明らかとなった。土地所有も含め既得
権益と称される部分である。ロシアの
ようなクラッシュランディングを避け
る方法があるのかないのか、他山の石
とする必要があるのではないか。その
内容、規模は異なるが、1998年同じよ
うな時期に日ロそれぞれが金融システ
ムの危機を迎えたことも記憶に新しい。
現在日本の銀行は貸し渋りによって生
じた余裕資金を結局は国債購入に当て
ているが、1998年のロシア経済危機の

ロシア聖教の救世主キリスト大聖堂
革命後に破壊され屋外プールとなっていたが、ソ連崩壊後再び大聖堂を建設
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きっかけは国債をめぐるものであった。

複式簿記

日本でも、日本政府、東京都などの
資産をバランスシートを用いて把握し
ようとの試みがなされている。私的企
業と同一に考えることはもちろん出来
ないが、現状を把握するには必須の要
件であろう。ソ連時代もバランスシー
トは企業の業績を把握する方式として
導入はされていたが、価格体系が恣意
的に出来ていたためフィクションとし
てしか理解されなかったといえる。複
式簿記と二重帳簿を同一に理解してい
る人もまだ少なくないが、現在ではロ

シアの企業の業績を動的に把握するた
めには必須の手段であり、この知識の
有無が有利な就職が出来るかどうかに
も関連してくる。いわばパソコン、英
語、複式簿記が就職のための3種の神器
となっている。

再び車を通して見たロシア

自動車にはその国の文化が凝縮して
表現されるといえる。ロシアではワイ
パー泥棒はなくなったが、国産車は依
然として品質が悪く、初期トラブルの
ない車は限りなくゼロに近い。したが
ってロシアのドライバーはプロ、アマ
を問わずメカに強くなり、簡単な故障

は自分で直してしまう。彼
らはまた連帯感が強くガレ
ジを同じくするもの同士が
情報を交換したり、部品を
融通しあったりしている。
ボンネットをほとんど開け
たことのない日本のドライ
バーとは段違いの強さを持
つ。ソ連時代から交通警察
官が職権を乱用し、交通整
理よりは自分の利益を優先
させていることは周知の事
実である。「昔の追いはぎ
の子孫が交通警察官になっ
た」とヴォイノヴィッチと
いうかつての反体制派で著
名な作家が嘆いている。そ
れと最近目立つのは渋滞が
発生すると目に付く違反で
ある。特に対向車線にはみ
出してくるものが多く、そ
れが交差点では信号があっ
ても卍・巴でにっちもさっ
ちも行かない状態となり、

まさにロシア的現象の典型を演出して
見せてくれる。交通警察に対してはあ
る程度連帯するドライバーたちも、こ
こでは利益の相反する対立者となる。
ソ連の崩壊とともに警察の規制が緩や
かになった（あるいは目こぼしが多く
なった）ため違反が目立つようになり、
その根底にある順法精神の希薄さが如
実に感じられる。法律では歩行者優先
だが、これはほとんど守られていない。
面白いことにこの点もカトリック国と
東方正教会国の差が歴然とある。あと
何年かかるのか予想は難しいが、端的
に言えば歩行者優先が守られるように
なった時、そして西側でも通用するよ
うな車が生産されるようになった時、
ロシアは普通の社会になったと言える
のだろう。因みにロシアに進出してい
る外国の自動車会社のいくつかは既存
の自動車工場を使うことを嫌い、旧軍
需工場などを標的にしている。これは
自動車工場に存在し、打ち破ることの
難しいソ連時代から引き継いでいるロ
シア的ワーク・エティックを嫌っての
ことであるらしい。

2．ISTC

1994年３月のスタート以来ISTCも6
年が経過した。３月末には第21回理事
会が開催され、67件のプロジェクトが
承認され、その総額は20百万ドルに上
る。第一回理事会からの累計で約950件、
総額250百万ドルのプロジェクトが承認
されたことになる。これによって３万
人を超える軍事技術エクスパートが平
和目的のプロジェクトに従事し、給与
を得ることになる。
特筆すべきはEU及び各国政府が支援

するプロジェクトと平行して、過去４ロシアで初めての地下ショッピングモール
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ヶ月で約40件、総額17百万ドルに上る
パートナープロジェクトが承認された
ことである。パートナー制度は、プラ
イベート・セクター、国際機関、各国
エージェンシー（DOEなど）からの資
金供与によるプロジェクト支援を目的
として3年前にスタートした制度である
が、ISTCを経由すれば税制、給与支払
い、プロジェクトモニタリングなどの
面での特典があるため、税制面で行き
詰まったプログラムからの乗り換えな
どがあり、最近とみにポピュラーにな
っている。更にはジュネーブにある欧
州原子力研究センター（CERN）と

ISTCの間に新しい枠組が出来あがり、
CERNのLHC（ハドロン・コライダー）
に対する材料の開発・生産・供給を主
な内容とする総額約10百万ドルのプロ
ジェクトがまとまりつつある。この中
の１件は総額が７百万ドルを越え、更
にプロジェクト実施期間が３年以上と
その規模・内容によりこれまでに成立
したプロジェクトの中では異色の存在
となっている。パートナープロジェク
トでは、特にプライベート・セクター
の場合、会社によりその要求が異なり
標準契約書だけでは対応出来ず、要す
る人手も飛躍的に増加する。

既に本誌でもご紹介したことである
が、ISTCの給与支払いシステム、知的
所有権の対応が特筆されよう。給与に
ついては、グラントとしてプロジェク
ト参加者にISTCが３ヶ月ごとに直接そ
の口座に支払っているが、直接支払い
による中間搾取の排除のほかに所得税
免除が認められている。これは他のプ
ログラムではなかなか実現できない点
である。また知的所有権については、
その保護、配分がISTC定款、その他の
理事会決議などによりルール化されて
いる。適格案件については、ISTCが予
算措置を講じ、CIS内部でのパテント

ISTCからその功績により表彰（左がジェラールISTC事務局長）
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申請料をISTCが負担するなどの特典を
与えている。これまでISTCのプロジェ
クトから生まれたパテントは120をこ
す。
これからの重要課題の一つとしては、

プロジェクト成果物の積極的活用があ
る。環境プロジェクトの多くはそのデ
ータが活かされてはいるが、これだけ
では十分とは言えない。プロジェクト
従事者がプロジェクト終了後キャッシ
ュフローを確保し、自立して行くため
には、プロジェクト成果を商業的に利
用することが重要である。これは納税
者の付託に応える道でもあるが、パー
トナープロジェクトは別として、政府
が支援するプロジェクトではパテント
を取得はするもののその先がなかなか
見えてこない。ISTCではビジネスとの
仲介役を3名置いてこの分野での開拓を
専門に進めているが、具体的成果は今
後に待つ意外ない。
現在のどに刺さったとげのように不

具合を感じさせるのは、ロシアがまだ
ISTC協定を批准していないことにあ
る。協定自体は暫定発効に関するプロ
トコールを調印し、ロシア大統領がそ
れを承認したことにより有効となって

いるが、暫定発効なるがための目には
見えにくい制約が感じられるのは否め
ない。モスクワなどの大都市は別とし
て、地方都市では研究所の口座に振り
込まれた金をめぐり税務当局とのあつ
れきが生ずるなどの事例は、一つの例
である。しかし上記の通りロシア下院
が長年にわたり懸案となっていた
START-IIを批准したため、ISTC協定
批准のアジェンダもそれだけ早まった
ことになる。｢暫定的なものほど恒久的
である｣というロシアの諺は諺として、
やはりロシアの批准により法的により
確実な裏づけを得られる方がよいこと
は論を待たない。
日本の支援体制は欧米に比べ最近先

細りの感が強かったが、昨年度末20百
万ドル追加支援を決め、予算措置をと
ったことにより面目を施した形である。
また日本が独自の予算で進めている有
望リサーチのデータベース作成、日本
でのワークショップ開催は、サクセス
ストーリーとして各国より評価されて
おり、後者についてはEUが今年から同
様の試みを行う予定である。但しこれ
まで５人いた日本人職員が今年度から
４人に減ったことは、国際協力におけ

る日本による人的貢献の拡大が叫ばれ
ている折から、時代にそぐわない措置
といわざるを得ない。これもリポート
したことであるが、パートナー制度経
由の日本の支援という点では三菱、日
立、三井の各グループ、小松、東京ガ
ス、丸紅などの会社に加え、日本原子
力研究所、宇宙開発事業団などがパー
トナーとしての登録を済ませており一
部プロジェクトが走り出している。こ
の点では欧米に伍して健闘していると
いってよいだろう。

ISTC設立協定には発効後２年経過時
点での見直し条項が入っており、これ
に基づき２年ごとにレビューを行って
いる。本年は第３回目のレビューの年
にあたり目玉となる施策もうちだされ
るであろう。
設立の段階から関与したISTCを去る

にあたっては感慨もひとしおであった。
とりわけ苦楽をともにした事務局スタ
ッフ、そしてISTCを構成する各局関係
者が、暖かく送り出して下さったこと
に、この場を借り改めて御礼申し上げ
たい。

（2000年４月）
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寒気が去って、暦のうえでは、きょ

うは雨水。水がぬるみ、草木の芽が出

はじめる、と歳時記にある。日曜日だ。

陽の光がやわらかい。

私は、ふと思いたって、書棚の奥に

積みあげていた本だの、冊子だの、資

料だのの山をくずしはじめた。これま

でも、ときどき手をつけたことはある

が、いつも中途半端、また雑然と抛り

込んでもとの木阿弥である。「あきれ

た人だねぇ」と家内に笑われる始末だ。

それでも、この積み木くずしには、

ときに思わぬ発見があって楽しい。き

ょうも、賀川豊彦の詩集『涙の二等分』

をみつけたのである。賀川豊彦といえ

ば著名なキリスト伝道者であり、神戸

の貧民窟に這入って神に仕えた社会運

動家である。若い頃、この著者の小説

『死線を越えて』を読んで感動した思

い出はあるが、詩集『涙の二等分』は、

すっかり忘れていた。

そういえば、昭和51年の総選挙で当

選し、国会に初登院した日のことであ

る。同じ兵庫県の先輩議員河上民雄さ

んから贈られたのが、この詩集であっ

た。民雄さんからは、詩集についてな

にか話を聞いたような気がするが、定

かでない。ただその時の笑顔だけが記

憶に残っている。いま考えると、「国

権の最高機関」である国会の議員とな

った私に、賀川豊彦の詩の心にふれて

ほしいとの、クリスチャンらしい思い

があったのであろうか。それから二十

余年、この詩集はそのまま、ほこりを

かぶらせていたのである。

私は、古びた詩集『涙の二等分』を

読みはじめた。語りかけるような詩に

引きこまれて、何度か繰りかえして読

んだ。その一行一行が、胸にうずいた。

詩集の序文には「過去十三年間の

神の前の私の呻きである」といって、

こう書かれている。

──私は何度社会苦に煩悶して自殺

しようとしたか知れぬ。神がもし私を

受感性の人間に作らなかったなら、こ

んな苦悩は無いであろうが、眼を涙壷

のようにして貧民窟の路地を嘆きつつ

歩ますように捕え拾うた神は、自殺し

たつもりで、私を泥溝の中へ叩き込み

なさるのである。

詩集が書かれたのは1919年（大正８

年）10月６日。「神戸貧民窟にて」と

添え書きしていた。長い詩だが、その

一部を引いてみよう。

涙の二等分

おいしが泣いて、

目が醒めて、

お襁褓
む つ

を更えて、

乳溶いて、

椅子にもたれて、

涙くる。

男に飽いて、

女になって、

お石を拾ふて、

今夜で三晩、

夜昼なしに働いて、

一時
ひととき

ねると、

おいしが起こす。

…………略…………

『え、え　おいしも、

可哀想じゃが、

私も可哀想じゃ、

力もないに、こんなものを、

助けなくちゃならぬと、

教えられた、

私──私も、

可哀想じゃね』

@7

な み だ 壷

後 藤 　 茂



23Plutonium  No.29    Spring  2000

…………略…………

あ？おいしが唖になった。

泣かなくなった、

眼があかぬ、

死んだのじゃ、

おい、おい、未だ死ぬのは早いぜ、

南京虫が──

脛噛んだ──あ痒い!

おい、おいし！

おきんか？

自分のためばかりじゃなくて

ちっと私のためにも、

泣いてくれんか？

泣けない？

よし………

泣かしてやらう！

お石を抱いて、

キッスして、

顔と顔とを打合せ、

私の眼から涙汲み、

おいしの眼になすくって………

『あれ、おいしも泣いてゐるよ

あれ神様

あれ、おいしも泣いてゐます！』

詩には、「警察署から貰い子殺しの

連れて居た子をもらって来て」と、後

書きがつけられていた。

当時、神戸神学校の学生だった賀川

は、貰い子殺し（当時貧民窟では不義

の児を金をつけてもらってきて、これ

を餓死させる事件が頻発）の老婆が検

挙されたので、嬰児を引き取った。そ

の児が「おいし」である。おいしの悲

しい運命に泣く。自分の眼から涙を汲

み、その半分をおいしの眼に塗ってや

る。「おいしも可哀想じゃが、私も可

哀想じゃ」と、涙する。涙の二等分は、

貧民窟における賀川豊彦の生活そのも

のをうたった、涙の詩であった。

この詩集に感動した歌人与謝野晶子

は、長文の序文を寄せて、「賀川さん

のみづみづしい生一本な命は最も旺盛

にこの詩集に溢れています」と賛辞を

惜しまなかった。そして、

──現実に対する不満と、それを改

造しようとするヒュマニテの精神と

は、この詩集の随所に溢れていますが、

私は其等のものを説教として出さずに

芸術として出された賀川さんの素質と

教養とを特になつかしく感じます。

と語っていた。

世は、この詩が書かれた大正から、

昭和、そして、平成の時代に入ってい

る。このように悲惨な貧民窟生活は、

もう見られなくなっているのかも知れ

ない。しかし最近の世相をみていると、

「おいし」を思わせる現実を、しばし

ば耳にする。そして、その都度、有識

者といわれる人々のコメントが伝えら

れているが、そこに、説教する人はい

ても、愛と涙に溢れた、芸術としての

言葉を聞くことは、少なくなっている

よに思えてならない。

詩集には、『銭のない時』という詩

もあった。

銭
かね

のない時　淋しいね

食へないからじゃないけれど

与へることが　出来ぬから

銭がない時　苦しいね

裸体
はだか

でいたって　かまわぬが

うちの子供が　なくからね

賀川豊彦が、早大教授で学生野球の

普及に尽くした安部磯雄や、東大教授

で著名な統計学者の高野岩三郎らと、

戦後日本社会党の結成を呼びかけた三

人のうちの一人だったことを知る人も

少なくなった。

これら社会改革の先駆者は人類愛に

燃えた人々であった。与謝野晶子は先

にあげた序文の中で、最近の社会問題

に触れて指導者となっている人達は、

「言動が粗硬な野生に留まって、芸術

思想からにじみ出る香味とデリカシに

欠けているように見受けられる」と批

判していた。こう述べる反面で、晶子

は、社会主義運動家堺利彦や京大教授

河上肇の言論には、深い愛情を持って

いたのである。晶子は、二人の唯物史

観的な言論には必ずしも一々同意する

ことはできないが、としながら、しか

し、二人の「最も奥深い処にある優し

い温かい命に触れることが出来るから

です」といって、賀川豊彦の詩に、堺、

河上の芸術味を持った心を、重ねあわ

せていたのである。

先日、新聞を見ていると、若い女性

がビーカーのようなものを、めがねふ

うにかけている写真がのっていた。

「女性が顔につけているのは『涙収集

器』。ブダペストのある公演で観客が

どれだけ感動したかを測ろうという試

み＝ロイター共同」とのキャプション

をつけていたのが面白くて、私は思わ

ず、感動の涙ならぬ笑いをさそわれた

のであった。

このところ暮れから春にかけて、親

しい人びとが相ついで逝った。王維の

詩ではないが、「花枝動かんと欲して

春風寒し」だ。訃報に、涙がにじむの

である。

歳のせいだろうか、私は、たいへ

ん涙もろくなっている。なんであれ、

真剣に生きる姿にすぐ感動し、涙、

である。

「本当に悲しい時に涙が出てしまう

人なら、まちがいなく自分の考えを人

に伝えることができるはずである。」

（雑誌PHP）。作曲家の神津善行氏の言
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葉が、好きだ。

昭和のはじめに、歌舞伎界に君臨し

た五代目中村歌右衛門は、「自分が本

当に泣くと見物人が泣きますが、その

役になりきっても、本当に泣いてはい

けません」と、若い役者に教えていた

そうだ。

作家の柴田錬三郎にいわせれば、男

は泣かぬものだ、ということらしい。

柴錬の『涙について』のエッセイを見

ると、鉾先は女性にむけられていて、

「女性が何事かあると、すぐ泣く、と

いう光景」に、うんざりしている。

「悲しくて泣くのなら話がわからぬで

もない、嬉しくて泣く、というのは、

どうやら女性の本質の一端を現してい

る。そもそも、涙を流す、という行為

は、きわめて単純な生理現象にすぎな

い」と、小説『眠り狂四郎』よろしく、

一刀両断である。

俳人の中村汀女は、柴田錬三郎と違

って、女性の涙というより、男性の涙

をとりあげていた。「琴線にふれるも

のあって、流す涙も本当だと思うし、

涙を否
いな

む気にはなれない」。自然にま

かせたらいいではないか、といってい

る。（随筆『今日の風・今日の花』）。

そして、男のほうがむしろ涙もろいの

ではないか。近松ものの場で、真っ先

にハンケチを出したのは、男の人であ

ったと、劇場でみた光景に驚いての感

想を語っていた。

辞書をひくと「なみだ」（涙、涕、

泪）には、「人間らしい思いやり、人

情、情愛」の意とある。他人の感情や

苦悩を、その身になって共々に感ずる

ことだ。荒廃とか、閉塞、陰湿といっ

た言葉がやたらにでてくる今日、旧弊

な男だといわれそうだが、私は、なみ

だを、いとおしく思うのである。

しっかりとなみだを吸える砂の玉

なみだは重きものにしあるかな

石川啄木もまた、なみだに、心をふ

るわせた歌人だったのだろう。

癒えたしと泪眼にする小夜時雨　　　

松原地蔵尊

（前衆議院議員）
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印刷／アサヒビジネス株式会社

核不拡散条約（NPT）再検討会議がニュ
ーヨークで４月24日から５月20日まで開催さ
れ、「核兵器廃絶への明確な約束」を盛り込
んだ最終文書がコンセンサスによって採択さ
れました。しかし、そのための具体的な方策
については示されないままです。核兵器廃絶
に向けての交渉は、長い間行われてきました
が、もうそろそろ核兵器国は自主的に具体的
スケジュールを示す時期にきているのではな
いでしょうか。目の前に核兵器を開発した20
世紀に別れを告げる時が来ているのですか
ら。
ロシアの最新情報を提供していただいた、

国際科学技術センター（ISTC：ロシア）の
横山宣彦さんが帰国されました。旧ソ連、ロ
シアの諸事情に熟知されている横山さんが、
ISTC設立当初から組織の一員として活動し

た功績はとても大きいと思います。この横山
さんの帰国を、ISTC関係者は、非常に不幸
な出来事と残念がったのもわかります。さら
に残念なことに日本からの後任者はいませ
ん。日本は、国際貢献に継続性が必要である
ことを再認識すべきでしょう。
今回のオピニオン「東京湾に原子力発電所

を！」の原稿を校了した後、意見を同じくす
る記事が５月26日付けの電気新聞のコラム・
ウェーブに掲載されました。この記事は元北
海道大学教授の石川迪夫さんが「慎太炉設計
のすすめ」と題して書かれたものです。石原
東京都知事の発言が、とかく感情的な議論に
なりがちな原子力発電の問題について為政者
の立場から冷静に受け止め、将来を展望した
ものとして、今後も波紋をなげかけることに
なるでしょう。
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